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〔こめんと〕
寄生虫病予防の問題点
現在，日本における寄生虫病はかつての大流行時とは異なり，ほとんどが著しく減少しているo
また，地域や虫の種類によっては消滅したものもある。その原因には繰返し駆虫が実施されたこと，
薬の開発や使用方法の改善などの理由があげられているが，社会や食生活の安定も無関係ではなか
っfこ。
ところで，背の経過はともかく，現時点、ではいまなお残存流行する寄生虫にむしろ問題がある。
ここでは撲滅されにくい虫について，一体なぜそうなのか，いかなる素因があるのかその実態を諸
般の事例にならって探ぐってみたい。
さて，優れた駆虫剤の出現はそれに適合した寄生虫病の治療に効果を発揮することはもちろんで
あるが，同時に寄生虫の撲滅にも貢献している。たとえば回虫や肺吸虫はその良い例である。
撲滅できない寄生虫には肝吸虫や日本住血吸虫のように重要なものがある。これには採食方法と
か媒介生物の殺滅が困難であるといった原因があるが，だた，共通していえることは特効薬がいず
れも見当らないことである。寄生虫予防の面ではこの点は今後とも大きな課題といえよう。
寄生虫撲滅が困難な理由には適切なる駆虫剤のないことが指適されたが，そのほか，食品に由来
する寄生虫を無視することはできない。たとえば，川魚や海産魚の生食で感染するものはこの事例
に該当するが，これは日頃，我々が習慣的に摂取しているものだけに解決策には至難な点多がい。
また，魚類のみならず食品に由来する寄生虫は一般的にいって，以前はその産地住民に主としてみ
られ勝であったものが，現在では流通機構の改善でほぼ全国的に，いつでもたべられるようになっ
たため，かつての地方病的色彩がうすれ，どこでも患者がみられるようになったのが特徴である。
一方，獣肉に源を発するトキソプラズマは全国的にみて，食肉業者はもちろん，これを摂取する人
のほぼ半数の者は本虫に汚染されていることが判明している。このように，いまなお流行している
寄生虫には食品に基因するものが多い，といって，寄生虫媒介食品という理由のみでは尊い資源を
地上から抹殺することはとうてい不可能であるばかりか，反面，それが大衆食物であればあるほど
問題は深酷であるといわざるをえない。
寄生虫学は人間独自の虫のみを追究することではあきたらず，本来は魚鳥獣の寄生虫であり乍ら，
時として人に迷入寄生するものがあるように，人畜共通寄生虫症を度外視することがもはやできな
くなっている。このような珍例奇病は往々にして従来の寄生虫病診断法の域を大きく逸脱している
場合が多いので，検査はきわめて難儀するのが通例である。
大衆食品魚介獣肉やペットのような我々生活に近縁な動物の寄生虫が，仮に人間に共通感染性を
有するものであるとするならば，人と動物の関係が親密であればあるほどその危険性は大きくなる
といえよう。
寄生虫は人聞社会のみならず，広い自然界の生物との相互関係の上に立って生存しているものが
多い，従って，ある虫は動物が流行蔓延の主役を演じているものもあれば，人がむしろその役割を
果している場合もある。
寄生虫はそれ自体が害虫であるが，それと同時に寄生虫による微生物の媒介の問題がある。これ
は虫が感染するさい，細菌や原虫の類を伴って人や動物に侵入することであるo 所によっては肺虫
とインフルエンザビーJレスおよび蟻虫とヒストモナス原虫はもっか話題になっている。この両者の
むすびつきは普通どこでもみられるというものではないが重要な問題点の一つになっている。
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